


















































































































































































































































































































































































































































































































































２ Dirk Scheper, Oskar Schlemmer    Das Triadische Ballett und die Bauhausbühne, Akademie der 




４ これは1924年（もしくは1926年）のプラン図をもとに，Ludwig Grote, Xanti Schawinsky, Tut 
Schlemmer がアドバイザーとなり，Magdarete Hasting, Franz Schömbs, Georg Verden による振り
付けと Erich Ferstl の音楽によって再現されたものである。現在この資料は，国内にあるドイツ文化
センターの図書館を通して取り寄せれば視聴することが出来る。

























７ Patricia Stöckemann, “Hinaus”, in: Hedwig Müller, Patricia Stöckemann, ‘... jeder Mensch ist ein 
Tänzer.’ Ausdruckstanz in Deutschland zwischen 1900 und 1945, Anabas-Verlag, Gießen, 1993, p. 10
























トー・マイヤー＝アムデン宛の書簡：Oskar Schlemmer, Hrsg. Tut Schlemmer, op. cit., p. 2）
16 シュレンマーはシェーンベルクに宛てて，この構想に音楽をつけてくれるよう依頼している。シェー
ンベルクも多少興味を示したが，時間の不足により実現はしなかった。（1913年１月５日付オッ
トー・マイヤー＝アムデン宛の書簡：Oskar Schlemmer, Hrsg. Tut Schlemmer, op. cit., p. 12）
1 Helmut Günter, “Vom dämonischen zum triadischen Ballett”, in: Stuttgarter Zeitung, 6, , 1963,（Dirk 
Schaper, op. cit., p. 21より）
18 1913年７月20日付ブルガー宛の書簡：Dirk Scheper, op. cit., p. 21
19 ジャンヌレのブルガー宛書簡（日付明記なし）：Dirk Scheper, op. cit., pp. 21-22
20 1913年４月の日記：Oskar Schlemmer, Hrsg. Tut Schlemmer, op. cit., p. 12
21 Dirk Scheper, op. cit., p. 21
22 Oskar Schlemmer, “Mensch und Kunstfigure”, in: Oskar Schlemmer, Laszlo Moholy-Nagy, Farkas 





24 Dirk Scheper, op. cit., p. 24
25 絵画の分析から応用された身体の分析が，今度は再び絵画へと展開される。この頃のシュレンマーは，
対象物を画面上に写し取る作業から進んで絵画平面独自の可能性を模索しており，そのモチーフが人
間形態であった。この頃を境にシュレンマーがほぼ一貫して身体を対象とし，そしてその表現方法に
劇的な変化が現れたのは，舞台における身体の探求が契機となっていると思われる。
20
